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東日本大震災における被災者の住宅事情
岩手県釜石市の仮設住宅入居世帯に関する実態調査を通して
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東日本太震災御輿攻批住宅被占住1巴政策ふ，';A!

1 はじめに 来日本大鍵災 (2011年 3月 11日発生)より以前の大災後tして、

本嫡は、東日本大鰐災によって被災した世{併を対象とし、その住 ゆ95~f;; 1月J7日に包こった阪神淡路大須災がある.東北沿岸地

主事怖を明らかにしようとするものである.大災害からの彼興政策 械と阪仲淡路地域は大量の住芭が滅失したと L 寸共通，~~をもっ.

を構築しようと寸るとき、住宅対策の組み立て万は、 2とくに重要な しかし、東北給停地核でほ、阪神淡路地峡とは拠なり、'"放によっ

主題巳なる.被災者の生活再建に向けて、政府と円的体は、履JHillリ て、注物だげではなく、上地に大縦模な被告が生じた.広範な地'"

IU 保健医療システムの再種備 地峡悩祉の鉱充など 一連の胞 が浸水し 多〈のエリアに地盤沈下が売生寸るなかで'"波対策の

策を展開する.このなかで、住まいの再生は、生活再燈の線組のー 強化の必要性があらためて浮き彫りになった.被災計は、終災前に

つであるだけではなく その必健としての位低を占める.住む場所 住んでいた土地を再び利聞できるとは限らない.とのため 京北治

がイ、安定なままでは、日常生前の紘ち活きの嗣復は、ほとんど不可 洋地械では、『どこに住むのかJに!刻する 「見通しJがより不安定で

能である. ある.東日本大震災下の敏災♂の住記事情i立、 f解放による-'地敏，!f

また同時lと 地核持統の可能性会前めるために 住宅縦興政策は とそれに起因する将来の不透明さといっ文脈のなかで犯擁される必

ifi:裂な役断をはたす.JU~t太府下船出の多放のエリアでは震災の 要がある.九

完全前から人口の減少と高齢化、経済烈艇の縮小などが進んでいた. 本研究は 岩手県釜石市の応急仮般住宅に入}'1'した世怖を対象と

ニの地核変務に対応するん策を検討 考案するニとは可能である. するアンケート測伐の結'"にもとづく.調住は 東京大学社会科学

しかし 鍵災の彫響によって 人日 経済変化が過度に加速し、そ 研究所の佐藤治夫教般と平山を共同代表とする研究者グループが釜

れが地域存立の必盤を姻り似すことがありえる.ここで求められる 石市役所の協力を得てヌ施したものである削'.釜石市は 三陣沿ゅ

のは、 Ifまいの再生が被災者の日常生活を回復し、それが持続可能 地域に立地し‘その経済 lの核をつくると同時に、工果と漁果によ

な組域の形成につながる、という道筋の情慾である盤"こうした採 る虚業形成‘その近句の停滞傾向、人けの減少 商船化などの内に

組のもとで、彼災♂実態 η分衡から住包復興のあり力を検討するこ おいて、同地犠の典型ヱρァの つkして位隈づけられる.仮設住

とが 本研究の主眼である. 定の人J.j'-世絡は、被災行の中心的なグループを形成し、佐官彼興政
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策の主要な対畿としての位耐を占める.アンケ トの)y.えは戸別 東れ本大鷲災は^知慢な除放を発生させ、釜石市を含む東北沿

配布 1Mスティング) 蘇迭問収である.調査票の配布は鍵災発生 以地域に甚大な被害をもたらした. 岡市では 2011 ~r: 1 1 刀 17 口裂

から5カ月近くが経過した 7月 30n......8}1 8日に行った.釜石市内 在先有が 885入、 行方不明者が 176人に遣した.死.IU:.行)j不明

で述殺されたfI<般住宅は、総計 3.164戸であった.このうち綱炎時 イ告を合わせた人数は、 2010i!;の人口(同勢調査)の 2.7%を内める。

に建設工事中であった住戸などを除く 3.1∞ 戸にアンク ト烹を配 ニの比41は、年船隊級にrr.じて産拠を示し 0......14歳では 0.4%

った.しかし 578戸には入居がなかったことから 18月末時在)， 15......64歳では 1.5%，65歳以上では 4.2%であった位九 より前齢の

配布数は 3.100頭から m 携を差し引いた 2.522烈でみったとみなさ グループでは死身と行方不明者がより多い.

れる."これに舟し、回収敬は i凪"毘{配イ柄数の 42.3%)であっ 黛災前から減少傾向にあった釜石市の人口は 震災後にさらに減

た. った.鍵災発生から約半年後(2011年9刀 11'1)には、鍵災発生直

骸災省の住宅事情に附する研究は実際に起こった災被に関して 前 (2011年九JI1日)に比ペて、 5.3%の人口械となった.これは

実証分併をお縦するという伝統をもち 阪神 淡路大震災などの経 住民必本台帳にもとづくデータである.住民県を動かさずに市外に

験に給って容を騰してきた施九 東日本大震災からの住まb、の再生につ 移った世併がイ'Hfする>惟測され、人口はより大幅に減っている可

いては これから多彩な綱貧研究が進むとみられる.そのなかで 能性がある.鍵災が虚業に与えた打鍛l立大きb、経済センサスの2曲9

$研究は 災事発生からの経過時聞が半'1に満たなb、時点での被災 年のデータによると釜石市内には 2.396の事業所方、立地していた.

8の住主事情を対象とするという位雌づけをもっ.住まいの状況は、 その 57.7%に相当する 1382の事業所が悦水被省を受けた."。産業

時聞が経過し 復興が進むにしたがb、 変化する.災害発生から少 に生じた被在は庖則を減らし、人口を流出させる要悶になる.

ししか時聞が経っていない時期の被災有の実態は その後の11:'f:彼 震災のために、太盆の住吉ストックが滅失した.釜石市では 怯

興のプロセスを左おするJ[(褒な条件となることから、その杷鎧は不 定総戸数の 28_1%に設か 4.548戸が依災した引'.被災住セの被在位

可欠の研究際組である。 度をみる左、金担保が 2.954戸 65.0%と大きな位雌を占めそれ以外

以下では①釜石市の被災概要企みたうえで、アンケート調査の では大縦模半織が 395胃 (8.7%) 学療が 291戸 (6.4%) 一部制

結処をもとに骨被災世併の特性③住'1:被害の実態@佐官居 脇が 907戸 (19.9%)となっている.住宅被容は、被害原閃に応じ

住地に関する被災jlt併の希匁に関して勾拐する.調査結果の分析で て治波被諮と地鍵被省に区分され、その大半lま I~波被密である.

は、被災おの住-{:;事情が般病鍛型によってどのように拠なるのかを 被災住色のうち被者区分が地震被害である戸数は 18_8% (856戸)

みる.ここでの世俗期担とは陶磁身世俗、夫婦と子世有?といった世 と少なb叫〉に対し、神波骸省の戸数は 81.2% 0.692戸)に速する.

m:uの構成のパターンを表す指標である.住tに関寸る彼災占の状 大縦侠に被災した(1::'1':では、ほとんど全部の彼谷区分が内政である.

況は けっして均 ではない.その差異をもたらす多様な笈数のな 111波被害の戸数割合は 全演伎をでは 99.9% 太燥機半峨住宅では

かで、世僻奴型は、世併の状態それowを"すだけではなく 、住ま 99.0%に』企んだ.これに之八、一部側島根の住宅では、地震彼;警が多

いの状況に影響する畠本因子の つである.本備では被災者の住 く その戸敏明合は S4.3%である，]い換えれば I11桜が住色スト

官事附に関して、平均似をとらえると同時に それが世併額型に応 ックを巻き込むとき その大半は滅失し 部制縦の状態で残存す

じてどのように分節されるのかを調べる. るケースは皆無に近い.

本研究の対級である仮直住宅の入院世情は、被災者の主要なグル

2 釜石市の被災鰻要 プである.釜石市を含む治手県では、住まいを失った被災者に対

調タc結集の考察に先立ち、調資対象地域である釜石市の被災概要 応するフえで 仮設住'乙注設はとくに大きな役削をはたした.行政

をみる.!l!在の釜石市は 1955年に!日釜1':;1;と総住居架橋'1'子一 は被災した世併のために多彩な「政資住町を{終結する詮・tそ

府外村が合併して成立した都市である.劇鉄業を，.舶とした斑J震が の主な構成望要素は 仮設伐とと fみなし仮叡住宅Jである.これに

戦前から形成され、沿停の凶丹地区などには漁業集Y容が立
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3 彼災世調停の特性 に刷'1し燐災直前では 23.2%であったのに比べ、製住では 38.2%

では 釜右市の仮設住宅に入腐した被災者は、Eのような状況に に及ぷ.世併の隊働状況では就労者を合まない非稼働世併が附ぇ

低かれているのか.アンケー卜調笠の結架から まず 被災世併の その割合は緩慢災直前の 22.1%から現在の 36.6%に急上排した.鍵災

特徴を観務寸る，依災した人たちがどのような状態にあるのかは、 は産業と腐附に影奮し、多くの世俗の経済状~を悪化させた.

{主主復興の重要な条件を'"成する.現在{調佼時点)の世俗頬型を 現住の世符の経済状態法、世'"頬型に応じて大きく拠なる(必 2

みると(表 1) 山脈世備が肢も多く 26.8%を示す .ここでの州船 :0.向船:[i-のみの世俗では 兵隊働世併の比率が 80.1%に違する.

世'"とは 日歳以上人民のみで構成される世怖を街す.その 55.7% これ以外では 単身世俗、夫紛世併などの小縦模世何?と単視と下世

は2人世m.42.7%は 1人世'"である.高防1世併に次いで多いのは 僻において就労していないケースが多い.非隊働世併の割合は、単

夫婦と下世併(20.7%)である.単身世術夫帥世併という少人数 身世'"で[136.1% 夫婦世僻では 28.7% 単観と子世mでは 33.6%

の世俗は 10.3%.14.4%を示し両有を合ηせるc，24.7%になる. に及ぶ.これに比パ夫婦と子世併夫婦と観子世俗などの家族世

これら以外では恥腕とγ世併が 目的色、火舗と線 7世併が 5.6%、 併では虻労している掛合が多く非隊働世併はそれぞれ9.2%、5.7%

夫"と観世俗が 3.4%であった.向併者のみの世俗あるいは小燥機 と少ない。 ζれらの家桜世併の世俗主は 民間正娘従来日として働

な世併が主流を占めそれに合わせて 夫婦と子世俗などの家族世 いているケースが多く その測合は夫婦と子世俗では 49.2% 夫

併が存在する という傾向が被災世mの偶成を精微づけている1>1と観 子世俗では41.3%を占める.
震災直前の世併頬型k製tEのそれを比較する左、震災の発生をは ζ こで示した彼災者の特性から、住宅復興の政策条件に!鮒寸る示

さんで 世俗の小規模化が遊んだことがわかるo I震災直前から現住 唆が得られる.骸災世俗では 向齢化した世俗 小縦模なl肘符が大

"かけて単身世術た紛世併などの小さな枇併の比'"がtnした. きなfu.置を占め、その経務カは弱い.震災の膨響によって より小

とれに対し、夫婦と組 子世俗といっ大型世併の割合が低下し、夫 さな世併、就労Eを含まない世併がm大した.住宅復興の政策形成
婦と子世併の比率は微減Jとなった.世俗入品数が l人の世俗は では 前齢世併などの比重が大きい市に配慮する必要が大きb、.そ

17.0%から 22.8%.2人の世併は 36帥らから 39.8%にm大し 3人 の一方、夫婦と子などの家鋲世帯がみられ その多くは隊働収入を

以上の世併は 47.0%から 37.4%へと大きく減少した. もつo !Ic述のよヲに、釜石市では、鍵災前から人11の減少 前町I化

世俗の級済状態を示す桁標として 世'"主(主な働き手)の従業 が進み銭災の¥Ii'によって人口変化が加速することがありえる.

tの地位世併の隊働状況をみる(茨 1) 0 緩災!LIi刊では世術主の この状況は家族世俗の(1'1::確保を支えその流出をくい止める~，

32.9悦は民間正規従業民、27.3%は自営業であった.しかし、現在で 要を示唆する。稼働能カをもち、子どもをffてる惟併に対する住宅

は、民間疋縦従業員と自営業は減少し それぞれ 26.3%，15.1%と 支鑓は、その定住促進によって、人n偶成の過度の偏りを防ぎ 地

なった，白常業の減少舗がとくに大きし、.これに対し 無股が大幅 域持続の可能性を高める役'剥をはたすと考えられるー

表2 世情顕型別 世借主の従業 1-の地位

表、 被災世情の特徴 民間1 臨時 白営常勤の無髄 その (回答

震災直前 現在 正則 康月1 業公務員 他 イ庁数}

% 9も 従業"

〈世借期型〉 % % りも 。も 。島 。も

単身 6.4 10.3 単身 23.2 15.8 9.5 10.5 36.8 4.2 ( 95) 

夫婦 11.1 14.4 夫婦 34.4 13.6 13.6 3.2 31.2 4.0 ( 125) 

'"伶
26.7 26.8 向併 0.8 3.8 13.8 。。 80.4 1.3 (240) 

11'製と子 10.2 11.9 "'視と子 29.0 21.5 7.' 4.1 34.6 2.8 ( 107) 

夫財と子 22.1 20.7 k婦と(- 49.2 18.6 I 1.9 8' 9.0 2.8 ( 177) 

夫婦と班 3.7 3.4 夫婦と蹴 23.3 23.3 30.0 3.3 20.0 0.0 ( 30) 

夫婦と観 ーチ 11.7 '.6 夫婦と組 ・子 41.3 19.6 26.1 65 65 0.0 ( 46) 

その他 7.4 7.0 その他 36.7 13.3 21.7 3.3 25.0 00 ( 60) 

(田I容者数) ( 1.008) ( 952) 合肝 26.5 13.8 13.9 4.5 39.1 2.3 (880) 

法)不明を除く.

〈世帯主の従来上の地位〉

民間正観世..tiU 32.9 26.3 褒 3 世情m型別 世有干の脱働状況

臨時閣川 10.8 13.7 線働 ;1似働 {田容行数}

自営業 27.3 15.1 Eる % 

常勤の公務" 4j 4.3 単身 63.3 36.7 ( 98) 

無s・ 23.2 38.2 夫婦 71.3 28.7 (l36) 

その他 1.3 2.4 高齢 19.9 80.1 (246) 

{同容占世) ( 998) ( 966) 時1割台子 66.4 33.6 (l13) 

夫蛸と子 90.8 9.2 (J95) 

<1止僻の稼働状況〉 夫酬と観 日1.3 18.8 ( 32) 

線働 77.9 63.4 夫附左組 ー子 94.3 '.7 ( 53) 

非'"働 22.1 36.6 その他 77.3 22.7 ( 66) 

(1"1容者教) ( 1.050) ( 1.030) 合J時 62.5 37.5 (939) 

泊，)不明を除く . 注}不明を除く.
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4 住宅被容の実態 であった(表6)，言い換えれば残りの5割強の世併では、J地に

ここでは住宅被書の係相を検針する.東円本大鍵災と阪神 淡 何らかの彼方が発生した.その内訳では f目白没沈下Jが 27.6%と

路大震災を比へると 彼災した{主主の所{，形態が大きく換なるJ二e 般も多く 炊いで fその他jが 14.3%、f敷地境界が不明瞭になっ

がわかる.JI!日本大鰐災を特徴づ6するのは『持家被災jの多さであ た』が 13.5%、『冠水するよヨになったjが 9.2%であった，rその他』

る位。包東北治以地核では住宅ストックの中心を持家が占めたニと に関する白山記入欄では 「土砂泥 瓦療で l~t也が閉まっているJ

から そこに発生した1.較は大批の持家を減失させた111"'.阪神淡 Jという内容の記敏が多くみられた
路大様災では r i作家被災Jによって多数の世制作が住む場所を失っ 持家に住んでいた世俗が被災した泌合 住宅ローン返済が終わっ

た.兵w県は 鍵災発生から約 1匂後に仮設伎定位"'を対級とした ていたのかどうかという点がIIll闘になる.アンケート調貸の結果に

アンケート凋伎を実施した.これによれば 鍵災前の住まいが持家 よれ[j，*健災前の{主宅が持家であった世併の 19.7%に住宅ローンの
であった世俗は約 1割にすぎず 情説であった世併が9割近くに及 般的がある{表7)，その返済年数の残りには大きな輔がみられ、 5

んだ注山.阪神 淡路地峻では 『借家被災Jに刈する対応が住宅復 -10年の 26.3%.10......15の 21.1%を中心として 5年未満が 14.3%

興の中'Lゆ"な政策線姻Jとなった.東北では 『仲家被災jが多いeい を占める み、 25lJ'以上が 15.8 ~もを占める~ 1ミい返済年数が残って

フ:M惣が政策形成の条件になる。 いる世併は 住宅を新しく建て それから1mもない時期に'"践に直

釜石市でのアンケ ト摘発の結朱から、仮殻住宅の人忠世併が鍵 徹され多額の債務だυが残ったという深刻な状況にあると機測さ
災前に住んでいた住宅の所有形悠をみる左、持家の割合が 84.0%左 れる.

きわめて向い(表，)。そのほとんど全部 (98.6%)はー戸処住をで 世俗頬甥と住セローンの関係を観践すると 伐債をもっl肘符が多

あった.世俗放型別のデータでは 人材惟併 夫婦と観世僻夫婦 いのは、犬紛と子世俗 (36.9%) 夫婦と観 子世併 (41.3%) など

と観 子世併の持家事がとくに向く .9割前後を示す.111身世術、 の家度実i世俗である (7)白住をロ ンを使って一戸旭住'とを..察し、

1111梨ど子i世椛 夫鰯と子世併の持家本は相対的に低い. しかし 子育てに過した住環境を純ようとした惟併が多いとみられる.夫婦

持家の割合が沿も低い単身世併でさえ その数値は約 7割に及ぴ と子世併では 返前年数の残りが長いケースが多く 25 {j'.以上方、

脱線と 7世4守、夫紛と下位併の持家事は8刻弱に述していた 21.6%を示す.先述のように、夫婦と子Ittm'の多くは、稼働収入を

仮設住セに入居したのは 大縦僕な住c骸宮に見舞われた世併で もち それにもとづいて生病問悠の経済ぷ微を形成寸ると符えられ

ある.先述のように釜石市全体では、被災住1'::の 65.0%が全域で る. しかし 住吉ローンの残俄は生活再旭を妨げる盛大な愛国に

あった.これに対し、仮設住宅を対象としたア yケ ト綱査の結果 なりえる.

では全身長が 91.8%と大学を占める (J(.5).仮設住をは、全線世帯 これに対 し 震災前に持家に居住していた単身惟"' 向船世併

をより多〈受け入れる投r剖をはたしている，これに加え、/.1:'1::だけ

ではなく 、土地に被害が生じている点をみる必置がある，土地被害

に関する田容(植数田容J，式)では、「とくに被害はなLリが 46ι%

ヨ堅 4 世棺期型}jIJ 震災 (~fili]の/:1:"告所イ『形態

持~ 持家民営民営公的社宅+ その(回答

(ー戸 ω3合併家借家併家百合 他者数}
建て)住宅)(・戸叫』合 策

旭て)f:主'芭}

% 9も 9も 9も % % 。&

単身 70.8 0.0 5.2 22.9 1.0 。。 0.0 (96) 

夫婦 89.7 07 37 2.9 2.2 07 0.0 (136) 

商船 86.3 1.2 3.7 2.5 6.2 。。 0.0 (241) 

時1剖と子 76.1 1.8 10.6 2.7 8.0 0.9 0.0 (113) 

夫婦と f 78.9 1.5 10.8 5.7 3.1 。。 0.0 (194) 

夫婦と観 96.9 0.0 。。 3.1 。。 。。 0.0 (32) 

夫婦と担 ・子 92.5 0.0 5.7 0.0 1.' 。。 0.0 (53) 

その他 82.1 3.0 4.5 7.5 1.5 。。 1.5 (67) 

令官十 82.8 1.2 6.2 5.6 3.9 0.2 0.1 (唖32)

注) 1 ) 持家 (-T'~て)は、正'，' "jOの却艇の家を合む.

2)不明を除く .

表5 住宅被'M
令駒 % 91.8 

大縦模半騨% 5.0 

学総 % 1.6 
部位l担保 % 1.6 

盟主主主-)-(竺竺i
注)不明を除く.

2(曲

表6 土地被官

陥没 "下 % 27.6 

冠水するようになった % 9.2 
般地境界が不明瞭になった% 14.3 

その他 % 13.5 

とくに被識はない % 46.8 

(阿答宥散 (957)

tJ:) 1)償数回答， 2)不明を除く.

時i観とす世"'では その持家がアウ トライトである掛合が太平を占

め、住j記ロ-/の残{陀が妓っているケーλは l制をド悶る(.jn). 

アウトライ トとは 債務をともなわない状態を窓味する.州船悦怖

では伎宅ローンを完済 d たケースが多いと雄策される註刷.ここで

強要なのは‘アウ トライ トの持家は、住宅ロ-/返済の2事務をとも

なわず‘ tl居費負担iの範さを特徴とする点である.先述のように、
高齢世併の大半は嫁働収入をもたず 111身世併 恥観と子世併にお

いても非隊働のケースが多い.ニれらの世俗では、経済力の弱い場

合が多く 住居資負狙の際い持家は 生前活必径の安定のために K< 

要な役削を担っていたと考えられる往171.aい換えれば高齢世"'な

褒 7 位併顕型)JIJ 伐宅ローン残償保:ff世併と烈り返済4手数

flH.f (回答 残り返済統妻女

批判時~-数) 5ljO. 5--10___ 15_ 20...... 25r!， (回答

ポ渦 10年 1"ド20.二百年以上-{j"鍬)

%%  % % % % % 

111身 4.6 ( 6~ J 0.0 I凹 0.0 0.0 0.0 0.0 ( 3) 

夫婦 22.0 (1 (8) 12.0 36.0 32β12.0 4.0 4.0 ( 25) 

商船 8.7 (113) 50.0 25.0 8.3 0.0 0.0 16.7 ( 12) 

胤観と子 9.6 ( 83) 12.5 25.0 12.5 12.5 12.5 25β ( ') 

夫舗と子 36.9 (149) 5.9 15.7 19.6 23.5 13.7 21.6 ( 51) 

夫婦と観 10.0 ( 3町 33.333.3 33.3 0.0 0.0 0.0 ( 3) 

夫婦と観 下 41.3( 46) 21.1 26.3 21.1 10.5 0.0 21.1 ( 19) 

その他 百， ( ，り 8.333.3 25.0 8.3 16.7 8.3 ( 12) 

合併 19.7 ( 71~ ) 14.3 26.3 21.1 14.3 8.3 15.8 (133) 

注) 1)鍵災瓜揃の住宅研布形愈が持家の世併について集計.

2)妓り返済年数I立、住宅:ローン妓偵i菜作世併についてjlH十.
3)不明を除く .



どにとって アウトライトの住宅の消失は、生活必盤を掘り崩す探 れる.回特有の持家 F建て桁向は強い.上述のように 伶，，1J.!1

刻な肱囚になる. 住地として 11震災前に住んでいた掛所J をあげる世併はが~3分の 1

である。 したがって 終災前に住んでいた場所での一戸処持家の再

5 住宅居住地に関する希望 組を希望する世併が存在すると同時に、それ止は別の場所での戸

では 仮設住宅の入販世併は、住宅と府{土地に閲して、どのよう 処持家の取絡を希盟する世~Ifも多いと考えられる. 第 2 希望では

な希slをもっているのか.この点を検討寸るために、まず アンケ 持五(集合住宅)が 42.5%と段も多く 第3司令箆では tきまざまな

ート回特有の柑I望'J:-住地をみる(闘 1).ニれに闘する股間は第 l 僧家の希望が多い{1:的借京 30.7'}も民営併家{一戸旭て)25明も

希望から筋3希盟までを格ねる方式にもとづいている.問符蝋が段 民営{作家(集合{主主)127%). 戸注持家を希望し それが叶わな

も向かったのは第 l稀鑓では f鍵災前に住んでいた場所J(34.8%) いのであれば集合住宅形式の持家 それも連成できないのであれば

第2稀盟では 「鍵災前に住んでいた地区処務J(40.1%) 第3希 併家を結盟するJという傾向がみられる.

望では 『鍵災訓に住んでいた場所 地区 !l!滞以外の釜石市内J 他)jにおいて公的借家を望む世併は、第 l希望で 13.6%を占め、

(34.4%)であった.多くの回答者は住んでいた場所に戻るこ>を 第2祐史では 17.4%、第3精匁では 30乃も止より多い.鍵災前に公

希slし それが叶わないのであればその掛所に近いエリアでの厄J 的俗家に住んでいた世併が3.9%にすぎない花からすれば公的借家

住を望むという傾向が認められる. の希slが多い点が注目されてよい.ニれに加え 民営併家の希望も

しかし同時に、第 1希笠において f線災前に住んでいた場所』以 また、捜災訓の民営借家事(1 1. 8 ~ゐ)に比べて 、 第 1 希slでは 5.2%

外の田容継が6割を紐ぇ 『鍵災前に住んでいた場所 守地医 m熔以 と少なくなっているが、第2#.Slでは 31.5% 第3希匁では 38.5%

外の釜石fli内jが第 1希望で 27.9% 第2希笠で 22.1%を占めてい と多い.これらの数値は持家に住んでいた枇僻であっても その

る.ヱれは、住んでいた場所が，.披によって激しい被者を受け、そ 昨悠または新たな持家取得が煙しいと持えているt!1J併が存在すると

こに戻れない 戻りたくないkいう世俗が多いこと また 戻らな >を示唆している.これから進む住宅復興の過程では持家の再処

い場合でも 釜石市内にはとどまりたいという位併が多いことを炎 取得をめざし しかし借家人胞を選釈する あるいは遊ばざるをえ

している. ない多数のケースが現れるとみられる.

次に住をの所有形態に関する希slをみる{固 2).この設問にお 住宅居住地に関する回答者の第 i命盟を世俗頬担]jIJに函3、4に

いても 第 1-3命望を辱ねる万式をとった.節 I命望では持家 示した.居住地の将来桁笠をみると 夫婦と観世'"では f震災前と

〈ー戸処て)の回答準が絞も向く 、76.7%に述した.これは、震災 周じ場所j がと〈に多く (65.6%上その比率は尚齢世何?でも高い

iI可の住 Eの大学がー戸組持家であったことを反映していると権務さ (43.4%).これに対し 以観と子世僻 夫婦と子世併では 「震災

第 l令室(1.028)

第2命望(861) 

郊 3希匁(732) 

。% 20% 

34.4 

-" ."災前に住んでいた勘所

'0% 

・震災前に住んでいた地区 銀読書

“抗る 80%倒%

27.9 

2ヤ
10 

ロ震災前に住んでいた御所旭区集結以外の後右市内

・近隣のIhや町
・それ以外a岩手以内の市や町
園その他

主主) 1)括弧内は回答者数. 2)不明を除く.

図 1 命噂する居住地

前の掛所地区!l!滞以夕、の釜石市N'の比三艇が向く 33.9%、35.3%
を占める.商船化したl肘作、あるいは商船の製を合む世併は、震災

前に住んでいた場所に長く定荷していたケースが多いと機嫌され、

そのニとが焼災前の陪住地への仰還の希望a'11'Iやす 囚になってい

ると待えられる.これに比ペ、子どもを育てる世併は 子育てに過

した近隣環境 教育通下条件、より安全な伎主立地などを1li観す

るニとによ。て 鍵災前と同じ場所に戻るニとには必ずしもこだわ

らず 市内の別の制所への移動を選ぶ場合が多くなるとみられる.

希望する住宅所有形悠に聞しては すべての顕担の世併において

伴家(戸怨て)の比中Jが必も高い. しかし単身惟併 州齢世併

のグル プでは、経済力の弱い世俗が多いことを反映し、公的借家

希箆の比率が約2酬と相対的に向い陀刷.

最後に、 戸也仲家に住んでいた世'"は住宅再建に閲してどのよ

うな不安をもっているのか、という問題を検討する.これについて

怖 20% 制師 帥'" 以焔 l附% 桜数阿符JJ式で鳥ねたところ 『録済J側述>1見通し』関連に大別

第"命~ (1.037) 

第2命笠(約0'

第 3~~ ( 781) 

-持家{一戸建て}

25 

ロ民営もヤネ{ 戸越て)

・公的俄家

20.2 

. t，~* (m合f主的

・民営借家(集合{主主}

眉その他

注) 1)その他は高齢者抱設 制官官舎梨を合む.

2)括弧内は回答名数. 3) 不明を徐<. 

図2 希slする住宅所u形態

される多織な不安がめるこkがわかった(園5).まず、f経済jに

1砲しては 『再建のための手持ちの資金がなb、Jの回答率が 51酌6と

商〈、次いで、 『収入が安定する目途が立っていないJ{393%上 rjfj:

悠のための資金を俄りるあてがないJ(27.5%に「以前の住宅ロ ン

が残っているJ(14.6%)などの田容が多かった.すでに述へたよう

に 世俗の府齢化>小縦傾化桜災による非隊働化住宅ローンの

般債をもっ世併の作在などの状況がみられ それが住主再也の経済

的な個婦をもたらしている.

次に f見通しj については 「地峻の将来像がはっきりしなLリ

が 56.4%.r復興計画で再建を与えている土地に住宅を悠築できる
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'"ゐ 20% 40% “，.. 船% l【KY.あ
単身(97) 29.9 8.' 

夫鍋(133) 

高齢 (:242) • 1"艇と子 (112) ' 
夫婦と子 (187) 35 

夫婦k製 ()z) 12.5 

夫鍋と隈 ・子(j2) 18.8 

モの他(66) 31.8 

合計 (921) 27.3 

-織3定嗣.::fV"モ~，t:.Jjfirr 
・震災前に住んでいた地'" 集機
ロ鍵災前に住んでいた場所 e地区集落以外の釜石市内
・近隣のr!iや町
・それ以外のむ手県内の市や町
富その他

設) 1)活弧内は回符者数o 2) 不明を除く.

図 3 世俗鬼i型}lll 希望する居住地(第 1命盟)

0% 

111身 (95)

夫制 (m)

而働 (249)

11'棋とr-(1l3) 

夫婦と下 (]92)

夫婦と観(32)

夫Mと観 咽(.(52) 

その他，，，)

合計 (930)

20省 '"仏 師% 110%∞% 

守 2 ・ 一 回圃j

-持家( 戸"て)
口氏営何時家(一戸建て}
圃公的借家

-再軍寸亙吾在王1
・11:;営借家{集合住宅}
・その他

法)りその他は向飾者B主役位宅百合液を古む。
2)活侃内は同答省数 3)不明を除<.

図4 世帯 ~í型別 希望する住'包所作形態(第 1希望)

かどフかまだはっきりしないjが 52.1%，r T'~iI!を考えている上地が

災害時に安全に住めるかどうかわからない」が 47.1%と向い阿答率

を示した.祐被によって、住宅悠築だけではなく 土地に被害が生

じたうえに、復興計画のなかで地様の将来像がどのように拙かれる

のかそれに関連して悠築胤制がどのように英雄されるのか また

将来の災害時のための対策がどのよフに進むのか といった点が容

易には定まらないことが、{主't: il~姐に関する先行きの4 透明さの原

凶となった.釜布市は、2011年 12JI 22川こ「釜石市復興まちづく

り畠本計画Jを発表した. しかし 地区 ・集椛ごとの計画の具体化

は、これからの螺闘である.このため、被災布は、土地を所有して

いても 住宅を再悠すべきかどうかを判断できない場合が多い. さ

らに、臼身の l一地での住宅再迎が安全な容らしに結びつくのかどう

かという問閣もある.また閲迎して、 rli由主、 2011匂4月 28日から
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。%10%20% 30% 40% 50% ω% 
収入が安.一寸る日"'が
立ってL、ない

if~i!のための f特色の賞金がない

11mのための資金を併りる
あてがない

川 lの住をロー川、，縫ってL、る

復興計両で 再"を考，、ている

土地に住もを'"誌できるかどうか
まだはっきりしない

再建を考たている1地的、災省時に
安全に住めるかどうかわからない

地'"の将来像がはっきり d なL、

その他

伎を(持家}を再建する
つもりはない

i
i
j
i
l
-
-
M
一一一叫j
i
。4

i 
(問答者数~9回)

注) 1)獲災直前の住宅所イI形惣が持家{ー戸建て)の世稲作に

ついてruJ九 2)複数回答. 3)不明を隙<. 

圃 5 住宅再悠に附寸る不安

『組察行為(新築綱策など)の臼dIのお願いJを行ってきた注19).

これは 法的依拠をもってし、えい、とはいえ 被災者の再建行動に対

する影響力を許している，この『自粛のお願いjに続いて世清{Jf，t悠

集線制が始まるのかどフかは 調任時点では決まっていなかった，

その後 釜石iliは 『釜芝市復興まちづくり必ノ同十両Jを踏まえ 地

区 ・集結ごとの状況に応じて、被災市街地彼興撲選地域、災省危険

区峻などを指定し 総集却制を~庖寸る方針を示した. 組築規制の

適用エリアでは 被災行はそれを考慮に人れ /1まいに関する白身

の行動のあり )iを判断することになる. しかし、雄策胤制の後に、

どのよフな地区 銀絡が形成されるのかは 依然として明儲とはい

えない.災官同、らの復興プロセスにおいて 被災者が住まいに閉す

る『見通しJをどのように得るのかは、生間博悠のあり }jを左省ず

るm褒な要Aさである.しかし アンケー卜鵠査の結集は 住宅同胞
の条件が不安定でibるこJとを"'している，

6 おわりに

点IJ本大震災からの被興を進めるうえで、住宅:復興のための政策

は、被災おの生前再建を支え 地域持続の可能性を州めるために

[(要な役割をはたす.この政策のあり }jを検討するιは、必本(午主
として、被災した人たちの住宅事情を知ることが必要である.みよ舗

では釜石市の仮設住セに入居した被災右を対象とし 震災発生か

ら約5カ月後という時点でのアンケート調貨の結果にもとづき 世

俗の特性、住宅被省の状浪、住宅 応住地に附寸る希5慢などを杷録

した.

調笠結集の分併から 仮設住を入居世怖の大宇治、『持家被災Jを

緩験したこと、その多くが持家の符組、あるいは新たな伴家取得を

笠んでいることが明らカサこなった.しかし、被災名の状況は 均質

ではなく世併願盤に応じてi!lいをみせている.被災世俗のなかで、



中.，的な位慣を占めるのは、前齢おのみの世僻 あるいは小縦模な 県は住宅を新築する世併に補助を供給する施策を 羽12~Fに開始し

世併である.彼らの経済力は弱いお合が多い.鍵災の彫響のもとで、 た.これは 持家の再il! 取得が融資だけでは成り立たないという

世併の小規徳化と非稼働化がさらに進展した.高齢世何?などの多く 政策判断にもとづいているo :fMi資慌である持家に対する公的補助

I玄、住宅ロ ン返済の終わったアウトライト持家に住んでいた。 こ の恨砲は、安定していない.生活再建夫置法の続崎支過程では、 ;f.j，的

のタイプの住吉は 住陪費負但の鰻さを特徴とし 生活必盤を形成 JII;;<形成への補助役人のi是非が諭点となった.しかし、待攻3i/liは

寸る重要な要議であった.換aすればアウトライト{主主の滅失は、 被災者を教務し 地域の社会経済再生を務引する効巣を生む.持

所得の低い世併にとって 深刻な生活困酬の襲因になる.両目愉世術 家関連の公的/li助金鉱充するには 彼処誕明の強化と税制Iが限定aに
などのグループでは 伴家希望の惟併が主械を占めると同時に、公 なる鐙抑.

的借家入時を桁製する世僻が多くみられる.伴家に住んでいた世僻 被災者の住宅事情は変化し統ける.現時点で仮段住宅に住んで

であっても 勾働が向く 経済力が低い場合は持家のilHi! 取得 いる世併は由震災前に住んでいた場所に持家をi1f悠する世俗申

を難しいと判断するケースが多いo -)j、被災世併には 犬舗と子 それとは}jIJの製所で仲家を新たに取併する世僻喧)~武打宅に入居

世併などの家族世椛が含まれ、その多くは稼働収入を得ている g 依 する世併、申民営借家を硝保する位併、申銀、子 あるいは観顕な

らの大半が希虫寸るのは持ぷの再建取得でゐる。 しかし 夫婦 どの家に移る世俗@仮設住宅に長くとどまる世俗などに分岐し

とf世併などでは 住をローンの残債をもっケースが多く それが ていくと身えられる.また、仮設住宅以外の局所に何定の住まいを

範済i盛期をもたら寸可能性がある. 求めた被災省も数多く 彼らの状況も多様化の途上にあると巧えら

'"波に終われた東北船陣地続では、住"1:だけではな〈 土地に太 れる.住宅街興を適切に進めるには 被災行の変化する住宅'"怖を

縦模な依存が生じ 地械の将来像のJl.体化にjをし、時間が必要になる 追跡的に調公し それを政策形成に反映していく必慶がある.

ことから、「どこに住むのか」に聞する『見通しjが符易には得られ

ない.東n本大鍵災を特徴づけるのは 先行きの不透明さである. 樹齢

そのなかで釜石市での剣査の結果は阻住地に関する希望が世俗 アンケートに回答して〈ださった被災Zの皆様には震災後間もな

期型によって異なることを示している.高齢世俗などは、震災前に い大佐な時期に協力いただいたことに、お礼巾し上げる，釜石市役所

住んでいた場所への帰還を筒む傾向をも勺.これとは見なり 夫婦 の皆憾には調査:J!絡に附して多岐にわたる支復を鎚供してくださっ

と子世併などの子どもを育てる位僻は 震災前の場所への彼備を特 たことに謝窓を戒したい.研究グループの共同代変であるf!r-.J;者治夫

強するとは限らず、市内の別の機所に住むことを笠む場合が多い. 氏には、湖査遂行のために中七、的な役割を組っていただくと同時に、

住t::彼興の政策に求められるのは、商船世併などの経説得力の弱い 研究ヒの示唆を与えてくださったことに感謝している.本諭文の従名

世併の住芭怖保を支後し その生活再悠を支えると同時に 地域特 の査読者には保則判定に合わせて論文改俸のための貴重なご怠見

続の可能性を商めるために、夫婦と子世備などの家篠世併の住まい を鎚供してくださったことに、お礼申し七げる.際問決定通知から肢

を安定させ その定住を促す万向性である.この線雌に取り組むた 終腺陥世出までの時聞が短いことから、ご指摘のすべてには対応でき

めに 第 lに 持家の併法 取得に対寸る経済支緩が必援になる. なかった.fs嫁したご意処は これからの研究に役立てたい.なお

被災者の多〈は『持家敏災』から生活を"てl立すために 持家をi'j: 制盆は、文郎将学省特学併究費補助金必盤研究 (13)(代表仏政治

ぴ得ようとする. しかし その連成は得易ではなく 、続続出防を必 夫)にもとづいて実権さ札た.本絹刊哨のための分断は、三井物iB'i.f震

安とする世併が多い.第2に 公的{作三誌のi共船を充実する必要があ 境基金2ゆ11if度来日本大鍵災復興助成(研究助却(代表・平山伴介)

る. 高齢行のみの世併、胤身世併などのグループでは持家をjl~注 による.

取得するための経済力をもたず 公的借家への入居を望むケースが

多い.貨13に 住まいに測する「見通しJの明傾化が望まれる. し

かし 、 復興計画の民体化は時間を必:.~とするJj事である. とのため、

f見通しj がTみられるまでの生活状況を安定させるために 仮訟住

宅の応住条件改甚などの縮策がと〈に盤強誌になる.

JI!日広大震災からのtn:復興政策では、阪神 淡路大震災の場合
に比べて 持京支留の比if(が大きくなる.ここで注目すべきは 持

家支置に向けて、 f融資jだけではなく {補助jが必襲になってき

ているという傾向である.住宅ローンの供給は、持家の再辿 取得

を支える役酬を短う. しかし ここでの舗査の紡*が示すよ?に

多数の世併が仕事の不安定化に直面した。被災者の多くは肉僻であ

る。経済停滞のなかで債務の実質負担はillくなる.ニのため 住

宅ロ ン事，mの凶援な世俗が多〈 持家支担の補助が必要になる.
阪神淡路大銀災の経験をもとに '998勾に制定された被災者生活再

注支銀法によって 伐と被~IJ純度と伎'と同住}J itに応じた支鑓金の

供給が可権となった.これに加え、来日本大熊災では、n.台体が持
塚支留のための補助制度を独自に般けるケースが現れている.治手

左

往1)以上のJ閉ま文献 1)2)，"')で硲じた.なお 原籍司匹敵に見舞われた級品県

はお宇宙様婦とはまったく拠なる状悦にある ここでの記必は主に

ケーススタディの，，~である岩手際釜布市の""祉を怠頭に置いたもので

ある

注2)この/.H:l 文猷3同で倫じた.

注，])網伐の体制調炎}J訟の詳細調伐紡巣の慨贋については ニのグループ

カEデ刊した文献 11)(1)梶山首U.-$lOOされたb、.

出}文献 10)によ加ま仮必住'乞入居戸数は 201111'11 JI&i'Eでは 3四 戸

まで"""した.
注"阪神淡路大震災からの住宅復興については膨大な文献がある 京行ら

"文献5)7)などの磁文を発表してきた.

注邸 宅長石市の人口産来変化などの断史縦舗については文猷 12)13)14)が符し

〈 書特になる.

住')以よの数似I主文献 10)によるド働砂!の死亡罰数は 身}i;-1引のiII体他

市町村?に住所がある遺~の歎を合まなL 、.

注的 向上.

t19)川上.

注 '"文猷'"'を~照.
住"'以1Iま WI2lF2月製伐の欽航ムl'l-t交通省復興庁等の調べにもとづく.

注"ほ'"年 11Jl現住の敏値.文猷 10)による.

2163 



注'"このf.ilま文猷3同で箇じた.

詮1")佐官 t地統"調貨の 2∞， ，トの結，.によると お手県のt.~;ぷ世情琳は

7l.nもと向い数似を示していた.
注'"文献H
Z主l仰向家に住む単身世相降、臥製と子世得のなカでアウトライトの割合が高い狸

"，は明織にはわからない しかし 二れらのt賀市では住宅ロ ンUlむ
ための位前hを倫えていない栂合が多いとみられ をのため拘訴事が相対

的に"く 持家会取得したケースでは伎でロ-/以外の刀法での資金調

遣が多かった>みられる

法'"高tilli'の生活必盤としてのアウトライトtl;'.I誌の役綱とその到底要性にうい

ては Jえ猷6，-('前じた.

注，8)ニニでは t世僻額四回こよって住宅 陪住地こ関するtt.1l'lがどのように見な

るのかã-I!l~した ニれに加え住宅上処の抜高実態など治住宅居住

地関連の命領内容をli'.-4.iする凶子1ニな。ている>身えられる.

在，9)文猷9)をS札
詮20)持家1<"補助が.(':.I!になる傾向については文猷叫苛で鰐倒した.
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